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■表紙写真

第38回富山支部公募展【富山支部大賞 ･富山県知事賞】

「春を待つ」光岡初代
　富山支部が開催した冬の撮影会に参加した時の作品で
す。和倉牡蠣養殖場の撮影が終わっての帰路、いつも通
る山越え付近で、ちょうどいい具合に雪が降り出しまし
た。竹やぶと降雪の情景を撮っていると、近くの人家か
ら犬の鳴き声が聞こえ、振り返ると降雪の中に犬がいま
した。背景には大根が干してありました。元来、動物が
好きなので、夢中でシャッターを切っていました。
　この作品が幸運にも「富山支部大賞」に選ばれ、本当
にびっくりしています。
●審査員選評
　当然、個々にあるものが生活感と言うことになるので
すが、犬が雪を被って佇んでいる、雪国の日常的な光景
がこの写真の魅力になっています。犬の表情がとても気
に入りました。すべての生活に絡む雪の日のワンショッ
ト。いい場所、いい場面を捉えていると思います。この
犬は可愛らしいけど、何かしら可哀想な哀れさがある、
そんな表情が一番気に入り、大賞に選びました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（蜂須賀秀紀会員）

第32回石川支部公募展【石川支部賞】

「風　踊る」中口明美　
　今回、思いがけなく「石川支部賞」をいただき、感
激しております。
　女性の視線の先には祭り囃子が聞こえ、山車があり
ました。心なしかウキウキした雰囲気を感じ、とっさ
にカメラを向けました。風で犬の毛が逆立ち、女性の
スカートがはためき、その向うに男の子が走って行く
姿があり、偶然にも風の流れがうまく表現できた一枚
です。
　女性の方には、作品として出品することを了承いた
だきました。
　良き指導者、仲間たちにも恵まれて、一瞬の出合い
を大事に、これからも頑張って参りたいと思います。

第21回長野支部公募展【長野支部大賞】

「メルヘンの城」佐々木雅江
　マレーシアで撮影しました。海抜 1300 メートルの
リゾート地です。
　お祈りの声で目が覚めると、まだ辺りは薄暗く、ぼ
んやり外の景色を眺めていました。森の中から神秘的
な空気が流れてくるのを感じ、見ると雲海の上に可愛
いお城が浮かんでいました。
　小さいころに読んだ、お城に閉じ込められたお姫様
が、いつか王子さまが助けに来てくれるのを待ってい
る、そんな物語を思い浮かべました。この時間、この
場所にいた私は、何と幸せなのでしょう。
　写真のタイトルをつけるとき、迷わず「メルヘンの
城」にしました。
　その作品が「長野支部大賞」をいただきました。思っ
てもいなかったので、びっくりしました。私にとって
最高の喜びです。これを機会に、いっそう頑張りたい
と思っています。



5 4

第35回九州 ･沖縄地区公募展【大賞】

「老いても輝くリヤカー
人生」平田　昇
　審査の先生から「写真はいいが、題
名が長い。『生きる』でよい」と言わ
れました。写真は邪魔物を切り取る、
題名も同じと教えられました。定年時
から生涯学習と定めて、見よう見まね
で試行錯誤をしています。今後も人生
の活力として、生涯の友として写真を

愛し続けたいと思っています。

●審査員選評　
　そもそも目に見える映像は、光の強
弱から始まり、色、形によって構成さ
れている。しかし、平田さんの「大賞」
作品では、これらの要因を無視し、ひ
たすら内面に迫っている。つまり、写
真の王道をいく内容と言ってよい。
　ただひたすら目の前に迫る老婆の姿
を真っ向から捉えた、「写真とは何か。
生きるとは何か」をよりリアルに表現
した秀作だと思う。できれば、題名は
ずばり「生きる」ではどうだろうか。
　　　　　　　（高橋扶臣男名誉会員）

第39回愛知支部公募展
【愛知支部大賞】

「妙技」渡邉文男　
　日本ジェットスポーツ連盟のプロフ
リースタイラーである高須武寿選手の
練習を撮影したものです。
　この年、同選手はプロに昇格し、試
合に備えてプロ仕様のマシン調整と持
ち技の確認をしていました。通常、練
習は新技開発などの場でもあり、カメ
ラマンはもとより、観客など余人を嫌
うのですが、永年の交流もあり、気持
ちよく迎え入れていただきました。　
　「バレルロール」という、同選手の
得意技を演技した瞬間を捉えました。
●審査員選評
　水上バイクのフリースタイル競技の
技「バレルロール」を捉えた作品で、
黒い背景に円弧を描く水飛沫、浮かび
上がる水上バイク、その水上バイクが
水面に着水する寸前の瞬間を切りとっ
たシャッターチャンスが素晴らしい。
競技では撮影できないシチュエーショ
ンであり、演技者と作者との交流と努
力がなし得た結果である。

第39回東北地区公募展【東北地区大賞】

「出番前」佐藤　彰
　毎年 9 月に秋田県山本郡三種町森岳で地歌舞伎が行
われており、今回の作品は、その中の「子供白浪五人
男」に出演する小学生たちです。
　出番前、化粧の白塗りが終わり、歌舞伎会館前の神
社で休憩している所を撮影しました。
　一瞬の間でしたが西日が差し込んで、最初は「邪魔
になるかなぁー」と思いながらも、シャッターを押し
続けました。後で見てみると、その光がスッポットラ
イトのようになっていて驚きました。
　子供たちの歌舞伎は本当に素晴らしく、びっくりし
ました。この地歌舞伎には、もう 17 年間も毎年通い
続けており、これからも楽しみながら撮りたいと思っ
ています。
●審査員選評
　出番前の少年たちの記念撮影である。中央にどっし
りと身がまえて隈取をした少年が目を引き、5 人の少
年たちを束ねている。　
　何よりもこの作品の素晴らしさを決定づけたのは、
木洩れ日のシチュエーションの設定である。背景の社
殿の佇まい、風に揺れる御幣の動きなど、作者の緻密
な気配りも読みとれる。　　　　（飛塚英寿名誉会員）
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【
常
任
理
事
】

近
藤
誠
宏
（
会
員
・
岐
阜
支
部
）

　

初
入
選
は
第
14
回
展
。
会
友
推
挙
は

第
22
回
展
で
し
た
。
以
後
、
在
籍
43
年

に
な
り
、
名
誉
会
員
ま
で
あ
と
8
年
。

今
75
歳
で
、
そ
れ
ま
で
生
き
て
い
た
い

も
の
で
す
。
ず
っ
と
二
科
会
写
真
部
を

見
て
き
ま
し
た
。
任
意
団
体
か
ら
法
人

団
体
と
な
り
、
誰
が
た
め
の
運
営
な
の

か
を
自
問
。
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
。

【
常
任
理
事
】

大
山
荘
一
（
会
員
・
茨
城
支
部
）　

　

今
春
、
二
科
会
写
真
部
新
体
制
の
発

足
に
伴
い
、
常
任
理
事
の
指
名
を
受
け

ま
し
た
。
二
科
会
写
真
部
発
展
の
た
め

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
名
誉
会
員
・
会

員
及
び
会
友
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

【
理
事
】

川
本
征
紀
（
会
員
・
愛
媛
支
部
）

　

二
科
を
志
し
47
年
、
そ
の
道
の
り
は

信
頼
と
誇
り
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
こ

の
D
N
A
を
つ
な
ぐ
努
力
を
し
た
い
。

【
理
事
】

市
川
喜
久
雄
（
会
員
・
愛
知
支
部
）

　

初
応
募
か
ら
41
年
間
、
一
度
も
休
ま

ず
来
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
今
後
は
応

募
者
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
思
う
。

【
理
事
】

徳
永
美
奈
子
（
会
員
・
福
岡
支
部
）

　

写
真
が
何
よ
り
も
好
き
な
皆
様
と
共

に
、
よ
り
よ
い
二
科
会
写
真
部
と
な
る

よ
う
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
12
期
～
第
13
期
の

新
役
員
が
選
任
さ
れ

新
体
制
が
発
足

　
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
の
理
事
任
期

満
了
に
伴
い
、
今
年
2
月
23
日
（
火
）
に
開
催

し
た
春
期
定
時
会
員
会
友
総
会
に
お
い
て
理
事

11
名
及
び
監
事
1
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
、

理
事
の
互
選
に
よ
っ
て
代
表
理
事
を
選
出
、
新

理
事
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
後
日
、
理
事
長
に
よ
っ
て
常
任
理
事
2

名
が
指
名
さ
れ
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
就
任

し
、
今
期
の
新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
14
日
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震

で
は
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
へ
復
帰
で
き

ま
す
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
は
九
州
全
県

に
支
部
が
あ
り
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
熊

本
支
部
及
び
大
分
支
部
の
方
々
の
安
否
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。
住
居
な
ど
に
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
無

事
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
と
れ
、
ひ
と
ま
ず
安

堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
二
科
会
写
真
部
は
、
創
設
か
ら
63
年

間
に
わ
た
り
創
立
会
員
が
先
頭
に
な
っ
て
牽
引

さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
献
身
的
な
尽
力
に

よ
っ
て
、
全
国
的
な
組
織
に
発
展
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
更
に
発
展
し
た

形
で
次
世
代
へ
繋
ぐ
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
創
立
会
員
の
意
向
が
会
の
運

営
に
強
く
反
映
さ
れ
て
き
た
の
は
周
知
の
通
り

で
、
理
事
会
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
昨
年
7
月
、
大

竹
省
二
理
事
長
が
他
界
さ
れ
て
創
立
会
員
が
不

在
に
な
っ
た
今
、
二
科
会
写
真
部
は
事
実
上
新

た
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
2
月
23
日
開
催
の
春
期
定
時
会
員
会
友

総
会
で
定
款
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
理
事
の
任

期
満
了
で
新
た
な
理
事
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
新
理
事
に
よ
る
臨
時
理
事
会

を
開
催
し
、
理
事
の
互
選
で
代
表
理
事
選
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
会
の
長
い
歴
史
で

初
め
て
の
出
来
事
で
し
た
。
図
ら
ず
も
弱
輩
の

私
が
代
表
理
事
に
選
ば
れ
、
理
事
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
二
科
会
写
真
部
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
理
事
会
が
適
正
に
機
能
す
る
こ

と
が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。
今
後
は
理
事
会
の

合
議
制
に
よ
っ
て
運
営
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　

春
期
定
時
会
員
会
友
総
会
に
お
い
て
28
年
度

の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
計
画
を
実
行
す
る
た
め
の
懸

案
事
項
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
事

業
計
画
の
一
つ
一
つ
を
着
実
に
実
行
し
、
一
歩

一
歩
の
確
実
な
前
進
が
、
会
の
未
来
へ
つ
な
が

る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
執
行
部

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
及
び

運
営
の
業
務
分
担
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当

理
事
を
置
き
ま
す
。
担
当
理
事
は
、
業
務
内
容

を
徹
底
的
に
精
査
し
て
、「
現
状
で
い
い
の
か
」

「
無
駄
は
な
い
か
」
な
ど
を
常
に
吟
味
し
な
が

ら
業
務
を
遂
行
し
ま
す
。
理
事
の
方
々
に
は

い
っ
そ
う
の
尽
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

当
会
は
全
国
47
都
道
府
県
に
支
部
が
あ
り
ま

す
。
各
支
部
は
、
支
部
公
募
展
や
支
部
展
、
勉

強
会
、
撮
影
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
な
活

動
を
活
発
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
支
部
の
皆

さ
ん
に
は
、
今
後
も
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト

し
な
が
ら
多
方
面
と
の
交
流
を
深
め
、
延
い
て

は
地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　

今
年
も
「
第
1
0
1
回
二
科
展
（
第
64
回

二
科
会
写
真
部
展
）」
が
8
月
31
日
か
ら
東
京

の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
般
公

募
作
品
の
入
賞
・
入
選
作
品
も
決
ま
り
、
名
誉

会
員
、
会
員
、
会
友
の
出
品
作
品
と
と
も
に
展

示
さ
れ
ま
す
。
当
会
は
美
術
団
体
で
あ
る
二
科

会
の
写
真
部
と
し
て
、
全
国
の
写
真
愛
好
家
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
に
自
負
を
も
っ
て
一
般
公

募
を
実
施
し
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
展
覧
会
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
素
よ
り
多
大
な
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
ご
協
賛
団
体

様
及
び
ご
協
賛
会
社
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
高

配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
名
誉
会
員
、
会
員
、

会
友
、
そ
し
て
支
部
員
方
々
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

創
設
63
年
目
に
新
た
な
時
代
を
迎
え

未
来
へ
向
け
て
確
実
な
前
進
を
嘱
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
理
事
長
　
森
井
禎
紹

【
理
事
】

樋
口
幸
雄
（
会
員
・
三
重
支
部
）

　
理
事
就
任
の
話
に
困
惑
し
ま
し
た

が
、
理
事
の
任
期
2
年
間
、
私
な
り
に

出
来
る
こ
と
を
提
案
し
て
ゆ
き
た
い
。

【
理
事
】

藤
森
順
治
（
会
員
・
長
野
支
部
）

　
理
事
と
し
て
二
期
目
に
な
り
、
新
体

制
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
二
科
会
写
真

部
発
展
の
た
め
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

【
理
事
】

秋
田
隆
司
（
会
員
・
広
島
支
部
）

　
共
に
歩
む
写
真
人
生
、
気
持
ち
が
心

に
通
う
映
像
を
求
め
な
が
ら
、
公
正
無

私
の
心
で
寄
与
す
べ
く
努
力
し
た
い
。

【
理
事
】

鈴
木
洋
一
（
会
員
・
秋
田
支
部
）

　
当
会
の
発
展
の
た
め
に
問
題
点
が
な

い
か
を
検
討
し
、
改
善
の
必
要
が
あ
れ

ば
、
皆
さ
ん
と
共
に
努
力
し
ま
す
。

【
理
事
】

佐
藤
ち
え
子
（
会
員
・
山
梨
支
部
）

　

慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
風

通
し
の
良
い
理
事
会
で
あ
り
、
皆
様
の

意
見
反
映
に
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

【
監
事
】

今
井
寿
雄
（
会
員
・
埼
玉
支
部
）

　
監
事
は
業
務
監
査
、
会
計
監
査
を
役

目
と
し
ま
す
。
会
の
運
営
が
的
確
適
正

に
進
む
よ
う
、
ま
ず
努
力
努
力
で
す
。

【
監
事
】

柳
原　

香
（
会
員
・
兵
庫
支
部
）

　
二
科
会
写
真
部
発
展
の
た
め
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
事
務
局
長
】

片
岡
順
一
（
会
員
・
神
奈
川
支
部
）

　
新
理
事
長
を
冠
に
理
事
会
が
一
丸
と

な
り
、
将
来
的
に
揺
る
ぎ
な
い
魅
力
的

で
堅
実
な｢

会｣

に
し
た
い
と
思
う
。

【
出
納
役
】

天
内
紀
元
（
会
員
・
東
京
支
部
）

　
新
体
制
で
活
動
が
始
ま
り
、
出
納
役

と
し
て
事
業
計
画
で
示
し
た
諸
事
業
が

停
滞
な
く
推
進
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
理
事
長
】

森
井
禎
紹
（
会
員
・
兵
庫
支
部
）

1
9
4
1
年
兵
庫
県
三
田
市
に
生
ま
れ
る
。
会
社
勤

め
の
傍
ら
趣
味
で
写
真
を
始
め
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

主
体
に
写
真
活
動
を
行
う
。
1
9
9
1
年
に
会
社
を

辞
職
し
、
プ
ロ
写
真
家
と
し
て
活
動
す
る
。
1
9
7
4

年
二
科
会
写
真
部
展
に
初
応
募
、
入
賞
3
回
、
入
選
8

回
。
1
9
8
6
年
会
友
推
挙
、1
9
9
3
年
会
員
推
挙
、

2
0
1
1
年
か
ら
4
年
間
常
任
理
事
を
務
め
る
。

2
0
1
6
年
兵
庫
県
文
化
功
労
の
表
彰
を
受
け
る
。
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絶対オススメ！

撮影地GUIDE

全国各地から寄せられた

“ 絶対オススメ !” の撮影地情報を紹介。

地元写真家ならではの撮影スポットと被写体、

ライフワークとしているテーマなどなど…。

ぜひ新たなモチーフを求め撮影に出かけたい。

01
　青森の秋、紅葉といえば蔦沼と言われるくらい、被写体
として人気があり、これまでに多くの作品が発表されてい
ます。が、ここでは、初冬まだ雪の少ない時期の蔦沼と、
その周辺に点在する大小さまざまな沼と風景を紹介します。
　蔦温泉前から沼めぐりの小路を左回りに辿ると、順に蔦
沼、鏡沼、月沼、長沼、菅沼、瓢箪（ひょうたん）沼があ
ります。初冬の積雪の少ない時期は水分の多い雪が立木に
張り付き、その雪化粧が各沼の存在を引き立ててくれます。
　　　　　　　　　　　　　＜ガイド＝慶長裕一（青森支部）＞
●撮影場所：青森県十和田市蔦温泉周辺
●撮影時期：初冬（12 月頃）
●アクセス：JR「青森駅」から定期バス（十和田北線［みずう
　　　　　　み号］十和田湖行） 
●問合せ先：蔦温泉（TEL：0176-74-2311）

［青森］初冬の蔦沼と周辺の沼

初冬の蔦沼（撮影：慶長裕一）

02
　毎年、藩政時代から伝わる盛岡の夏の風物詩

「盛岡舟っこ流し」。先祖の霊を弔う盆行事です。
　装飾された舟 10 隻以上が大勢の裸男たちに担
がれ、北上川へ運ばれます。やがて舟に火が放
され、夕闇の北上川へ流されます。舟には爆竹
や花火が仕掛けられ、紅蓮の炎が川面に映し出
される様は、じつに壮観です。
　燃え上がる舟を撮るには望遠レンズが必要で、
三脚も用意したい。仙北町側の川原が撮影のベ
ストポジションです。　　　
　　　　　　　＜ガイド＝松島哲夫（岩手支部）＞
●撮影場所：盛岡市仙北町 1 丁目（北上川明治橋　
　　　　　　上流）
●撮影日時：毎年 8 月 16 日 16：00 ～
●アクセス：JR「盛岡駅」から徒歩約 25 分。または
　　　　　　岩手県交通「仙北町バス停」下車で 2 分）
●問合せ先：盛岡観光コンベンション協会
　　　　　　（TEL： 019-604-3305）

［岩手］盛岡舟っこ流し

　　　　　　　　盛岡舟っこ流し（撮影：松島哲夫）

03
　白装束の男たちが神輿を担ぎ、白瀑（しらたき）神社の
裏手にある滝壺に飛び込み、掛け声に合わせて滝壺の中を
幾度か回って境内へ戻ります。これを 2 回繰り返します。
滝壺に飛び込む勇壮さと涼味あふれる光景は、全国でも珍
しい風物詩となっています。
　撮影するためには余裕をもって現地へ行き、2 時間前に
は撮影ポイントにスタンバイしたいもの。事前に構想を練
り、シャッターチャンスに備えます。
　日程に余裕がある場合は、「秋田竿灯まつり」（8 月 3 日
～ 6 日）や「湯沢市七夕絵どうろうまつり」（8 月 5 日～ 7 日）
もお勧めです。　　　　＜ガイド＝小野寺泰雄（秋田支部）＞
●撮影場所：秋田県山本郡八峰町八森・白瀑神社
●撮影日時：毎年 8 月 1 日 13：00 ～
●アクセス：JR 五能線「東八森駅」から徒歩約 20 分
●問合せ先：八峰町産業振興課（TEL： 0185-76-4605）

［秋田］白瀑神社例大祭神輿の滝浴び

白瀑神社例大祭神輿の滝浴び（撮影：小野寺泰雄）

04
　蔵王連峰の御釜は、蔵王刈田岳・熊野岳・五色岳の
3 峰に抱かれた円型の火口湖で、五色沼とも呼ばれて
います。エメラルドグリーンの水をたたえた湖面は、
荒々しい火口壁と対比して神秘的です。特に夜明けの
湖面は刻一刻と彩りを変え、幻想的で素晴らしい表情
を見せてくれます。
　この幻想的な光景が見られるのは 6 月～ 9 月で、撮
影のためには現地に早朝 5 時頃から待機して、その瞬
間を待ちます。　　　＜ガイド＝飛塚英寿（山形支部）＞
●撮影場所：蔵王刈田岳駐車場付近（蔵王エコーライン）
●撮影時期：6 ～ 9 月の早朝 5：00 ～
●アクセス：宮城県、山形県両県から蔵王エコーライン
●問合せ先：蔵王町観光案内所（TEL：0224-34-2725）

［山形・宮城］御釜の夜明け

御釜の夜明け（撮影：飛塚英寿）

05
　宮城蔵王の麓に、キタキツネや銀キツネ、青ギツネ、プラチ
ナギツネ、シャドーギツネ、十字ギツネの合計６種類のキツネ
約 100 頭が大自然の森に放し飼いされている蔵王キツネ村があ
ります。年中無休で大人も子供も楽しめるので近年は訪れる人
も多く、園内ではキツネとの触れ合いも楽しめます。
　ここでは、普段あまり見ることの少ないキツネの動きや表情
など、自然に近い姿を撮影することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　＜ガイド＝笹川義信（宮城支部）＞
●撮影場所：白石市福岡八宮字川原子 11-3　宮城蔵王キツネ村
●撮影時期：毛並みの美しい冬から春がお勧め
●アクセス：JR「白石蔵王駅」から車で約 20 分
●問合せ先：宮城蔵王キツネ村（TEL：0224-24-8812）

［宮城］宮城蔵王キツネ村

宮城蔵王キツネ村にて（撮影：笹川義信）
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06
　室町幕府より奥州探題に任ぜられた畠山高国が塩沢・
殿地が岡に最初の居を構えて地名を二本松と改称。7 代
当主・二本松満泰が、この地に二本松城を築く。以降、
時代が流れ幾多も城代が替わり、明治維新まで丹羽氏の
居城でしたが、戊辰戦争で落城し、建物の多くが焼失し
ました。
　二本松城は、二本松市街地の北に位置し、麓の居館と
白旗が峰に築かれた城郭からなる梯郭式の平山城。霧に
つつまれると天空の城となり、別名、霞ヶ城、白旗城と
呼ばれています。2007 年に二本松城跡として国の史跡
に指定されました。
　本丸跡からは、西に安達太良山と吾妻連峰、東に二本
松城下町と阿武隈高原が望め、「霞ヶ城公園」として日
本さくら名所 100 選に選定されています。
　　　　　　　　　　　　＜ガイド＝三浦照生（福島支部）＞
●撮影場所：二本松市郭内「霧ヶ城公園」
●撮影時期：初冬の霧が湧く早朝
●アクセス：東北自動車道「二本松 I.C」から 5 分。JR「二本
　　　　　　松駅」から車で 10 分
●問合せ先：二本松市観光振興係（TEL：0243-55-5122）

［福島］天空の二本松城址

二本松城址（撮影：三浦照生）

07
　能登島は、古くから漁業や農業が行われていて、
豊漁や豊作祈願の神事として、また地域住民の娯
楽として秋祭りが受け継がれてきました。
　能登島の夏祭り「向田の火祭」が有名ですが、
能登島の祭りは秋に多く、9 月半ばから 10 月には
毎日のように地区で祭りが行われます。秋祭りは、
日本の古くからの素朴な祭りで、子供のころの故
郷の祭りを想い出させる懐かしさがあります。
　能登島の町内ごとに「にわか」と「獅子舞」が
行われます。即興芸の「にわか」は、猫踊りや馬
踊りといった風変わりな踊り、浄瑠璃の流れをく
む団七踊りがあります。その他に三番叟、武蔵と
小次郎、斧などの武器で舞う獅子舞など演目は 6、
7 種あり、それぞれの地域で伝承されていて一見の
価値があります。＜ガイド＝土田貴夫（石川支部）＞
●撮影場所：石川県能都島の各町内
●撮影時期：毎年９月は第３土日曜日と最終土曜日、　
　　　　　　10 月 2 日～ 19 日まで各町内で行う
●アクセス：JR「七尾駅」・JR「和倉温泉駅」からは路
　　　　　　線バス。能登空港から車で約 30 分　
●問合せ先：能登島観光協会（TEL : 0767-84-1113）

［石川］能登島の秋祭り

能登島の秋祭り　上・獅子舞　下・馬踊り（撮影：大山善治）

08
　日本海沿いに長く伸びる新潟の海岸線は美しさが際
立っていて、沖の彼方に佐渡島を望む雄大な風景を楽
しめます。特に夕景には定評があり、「夕陽写真コンテ
スト」が毎年おこなわれています。
　　　　　　　　　　　＜ガイド＝田村　勲（新潟支部）＞

【越後七浦海岸】

　国道 402 号線 「越後七浦シーサイドライン」は、新
潟市角田浜から長岡市寺泊野積までの全長 14 キロの海
岸道路で、奇岩や断崖など変化に富んだ景色が楽しめ
ます。海岸から見る日本海の美しい夕日は格別です。
　ここに点在する奇岩・怪石の「弁天岩」「立岩」は国
の天然記念物に指定されていて、ここでしか見ること
ができない枕状溶岩です。
●撮影場所：新潟市西蒲区角田浜から間瀬
●撮影時期：四季を通じて撮影でき、特に日本海に沈む夕
　　　　　　陽との組み合わせがポイント
●アクセス：JR 越後線「巻駅」よりバスで 30 分。北陸自動
　　　　　　車道「巻潟東 I.C」より車で 40 分 
●問合せ先：新潟市西蒲区役所産業観光課
　　　　　　（TEL：0256-72-8454）

【桃崎浜海岸】

　新潟県胎内市の桃崎浜周辺には、海岸線に沿って漁
師小屋が並んでいます。特に日本海の冬の情景の中に
広がる寒々とした風景が、独特の雰囲気を醸し出して
います。
　厳冬期の海岸線は、雪の白、波の形、海の色、光線
など全てが撮影の素材になります。ただし、大変な寒
さの中での撮影になりますので、十分な装備と細心な
注意が求められます。
　海岸と平行して走る国道 113 号線沿いに「はまなす
の丘」があり、6 月になると可憐なハマナスの花の群生
が見られます。
●撮影場所：胎内市桃崎浜
●撮影時期：冬の日本海にはドラマがあります
●アクセス：日本海沿岸道「中条 I.C」から日本海方向へ向
　　　　　　かうと国道 113 号線に出る
●問合せ先：胎内市観光協会（TEL：0254-47-2723）

越前七浦海岸（撮影：田村　勲）

中条地区海岸（撮影：田村　勲）

［新潟］新潟の海岸風景
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09
　放生津曳山祭は一般的に新湊曳山祭としてよ
く知られ、江戸時代中期から続く放生津八幡宮の
秋季例大祭。10 月 1 日は神輿渡御と曳山供奉が
あり、10 月 2 日の本祭には放生津八幡宮におい
て全国でも珍しい築山行事が行われます。富山県
内最多の 13 本の曳山が、狭い街中を練り歩き、
夜になると提灯山となり、とても美しく幻想的な
雰囲気を醸し出します。
　内川は「日本のベニス」と評される美しい港町
です。街中を流れる清らかな内川運河には個性的
な 10 本の橋が架かっていて、小型船が行き交う
光景は独特な情緒があります。
　　　＜ガイド＝河上守也・朝倉隆文（富山支部）＞
●撮影場所：射水市放生津山町新湊・放生津八幡宮
●撮影日時：毎年 10 月 1 日・2 日
●アクセス：あいの風とやま鉄道「高岡駅」から市
　　　　　　内電車の万葉線で「中新湊駅」下車、　
　　　　　　徒歩 10 分

●問合せ先：射水市観光協会（TEL：0766-84-4649）

［富山］新湊曳山祭と内川

10
　琵琶湖の夏の風物詩として人気の「びわ湖大花火大会」には
35 万人もの人出があります。琵琶湖の豊かな自然を背景にス
ターマインなど 1 万発の花火が打ち上げられ、湖畔から夜空に
咲く花火の競演が堪能できます。
　また、琵琶湖ホテルの窓や有料観覧席にある噴水の水面に映
る花火の中に、観覧客がシルエットで浮かび上がる光景は、こ
こだけの魅力的な被写体です。
　撮影の準備は明るい内に済ませ、夜のシャッターチャンスを
待ちます。　　　　　　 　 　＜ガイド＝木村正司（滋賀支部）＞
●撮影場所：大津湖岸なぎさ公園、有料観覧席（滋賀県営大　津港）
●撮影日時：2016 年 8 月 8 日（月）19：30 ～ 20：30
　　　　　　小雨決行、荒天の場合は 8 月 12 日（金）に順延
●アクセス：JR 琵琶湖線「大津駅」から徒歩 15 分
●問合せ先：びわ湖大花火大会実行委員会事務局
　　　　　　（TEL：077-511-1530）

［滋賀］びわ湖花火大会

上・びわ湖花火大会
下・ホテルの窓に映る花火

（撮影：木村正司）

11
　毎年 10 月なかばになると “ トントコ、ト
ントコ ” とふれ太鼓の音が、コスモスの揺
れる川沿いに響きわたります。250 年の伝
統を誇る「祭典恒例芝居」が、春日神社の
境内で行われます。芝居は舞台設営から演
出、照明、音響、床山、衣装、化粧まで、
全て地元有志の手作りです。
　太陽が西に傾くと、舞台裏はにわかに忙
しくなり、境内に芝居ファンがやってきま
す。そして午後 7 時、村芝居が開幕。「三番
奴」に始まり、「瞼の母」でクライマックス
を迎えて会場が盛り上がります。芝居が跳
ねる頃にはあたりに寒気が迫り、秋の夜が
更けて行きます。
　　　　 ＜ガイド＝照井四郎（和歌山支部）＞
●撮影場所：田辺市上富田町市ノ瀬　春日神社
　　　　　　境内
●撮影日時：2016 年 10 月 12 日（水）・13 日（木）
　　　　　　19：00 ～
●アクセス：JR 紀勢本線「紀伊田辺駅」から車
　　　　　　で約 30 分
●問合せ先：上富田町観光協会
　　　　　　（TEL：0739-47-0550）

［和歌山］祭典恒例芝居

祭典恒例芝居（撮影：照井四郎）

12
　「乙九日（おとくんち）炎の祭典」は、北
広島町の雄鹿原地区に伝わる、約 400 年以
上の歴史がある幻想的な炎と光の祭りです。
　松明が灯された約 5 キロにおよぶ松明
ロードと松明行列が、雄鹿原地区を映し出
します。神社では大松明奉納が行われます。
　勇壮な鎧姿の武者行列と光に浮かぶ城岩
など見所が多く、撮影が楽しめます。
　なお、周辺の撮影スポットとして、晴れ
た日に雲海が美しい「掛頭山」、農家で栽培
している「紅そば畑」、白イルカのいる「ア
クアス水族館」がお勧めです。
　　　　　＜ガイド＝宗岡泰昭（広島支部）＞
●撮影場所： 広島県山県郡北広島町宮地亀山　
　　　　　　亀山八幡神社周辺
● 撮 影 日 時：2016 年 9 月 24 日（土）15：30 ～
　　　　　　　21：30
●アクセス：中国自動車道「戸河内 I.C」から約
　　　　　　40 分（駐車場あり）
●問合せ先：北広島町観光協会芸北支部
　　　　　　（TEL：0826-35-0888）

［広島］乙九日炎の祭典

乙九日炎の祭典（撮影：宗岡泰昭）

新湊曳山祭（撮影：朝倉隆文）

雲海が美しい掛頭山（撮影宗岡泰昭）

「日本のベニス」の風情が漂う内川運河（撮影：河上守也）
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13
　平和記念公園は、世界の恒久平和を願って爆心地に
近いこの場所にあります。園内には、原爆投下当時の
様子を展示した広島平和記念資料館、世界遺産に登録
されている原爆ドームや原爆死没者慰霊碑、国立広島
原爆死没者追悼平和祈念館などがあります。平和への
願いを込めて鳴らされる平和の鐘の音は、残したい日
本の音風景 100 選にも選ばれています。
　そして、毎年 8 月 6 日には平和記念式典が開催され、
原爆が投下された午前 8 時 15 分に黙祷が捧げられま
す。普段とは異なる雰囲気で、平和記念公園の意義を
改めて感じさせてくれます。記念式典の前後は撮影が
可能です。　　　　＜ガイド＝秋田隆司（広島支部）＞
●撮影場所：広島市中区　広島平和記念公園
●撮影日時：毎年 8 月 6 日
●アクセス：広島駅前から広島電鉄電車「宮島口」「江波」
　　　　　　方面行に乗車し「原爆ドーム前」下車
●問合せ先：おしえてコールひろしま
　　　　　　（TEL：082-504-0822）

14
　「とっとり花回廊」は、雄大な大山の姿を借景とした日
本最大級のフラワーパークです。一年中楽しめる大温室
や展示館のほか、1 周 1 キロの屋根付き展望回廊があり、
雨の日も傘をさすことなく回廊から四季折々の花が一望
できます。
　彼方に聳える伯耆富士とも呼ばれる大山を望遠レンズ
で引き寄せ、花とコラボした撮影も楽しめます。
　園内には 220 種のチューリップや 190 種のバラがあ
り、フラワードームの洋ランも妖艶な姿を見せています。
　自然の起伏や雑木林を活かした広大な園内では、花を
見るだけでなく、花のある美しい自然環境と季節の移り
変わりを味わうことができます。
　夜になると広大な庭園に 14000 個ものイルミネーショ
ンが灯され、柔らかな光につつまれて幻想的なメルヘン
の世界が出現します。　＜ガイド＝生田英明（鳥取支部）＞
●撮影場所：鳥取県立「とっとり花回廊」
●撮影時期：四季折々のモチーフを撮影
●アクセス：米子自動車道「溝口 I.C」から 6 キロ（約 10 分）。
　　　　　　JR「米子駅」から 15 キロ（駅から無料シャトル
　　　　　　バス運行）
●問合せ先：とっとり花回廊（TEL：0859-48-3030）

［広島］広島平和記念公園15
　8 月 6 日の夕方、大東町では「サーイサーイ、サイサイ、
テンテコテンの七夕さん」と、元気な子供たちの声が聞こ
えてきます。浴衣やハッピで着飾った子供たちが笹竹に短
冊や提灯などの七夕飾りをつけ、お囃子とともに大提灯、
山車が商店街を練り歩きます。
　戦国時代の 1570 年代、七夕の夜に村人が笹竹の枝に短
冊を飾り付けて平和の世を祝ったのが始まりと言われ、約
400 年の歴史があります。その風情は趣があり、人々を魅
了します。　　　　　　＜ガイド＝佐々木　聡（島根支部）＞
●撮影場所：雲南市大東町大東
●撮影日時：毎年 8 月 6 日 19：30 ～
●アクセス：JR「大東駅」から徒歩 15 分
●問合せ先：大東七夕祭保存会事務局（TEL：0854-43-8164）

16
　源平合戦ゆかりの地として知られる屋島は、あちこち
に展望台があり、「談古嶺」、「獅子の霊巌」、「遊鶴亭」は
屋島三大展望台と呼ばれています。山上大駐車場から徒
歩約 10 分の「獅子の霊巌」展望台は、瀬戸内の多島海
の美しさを満喫できる随一の場所と言われています。 
　夕暮れになると瀬戸内の島々が赤く染まり、ここから
の夕景は「日本の夕陽百選」に選定されています。さら
に夕陽が沈むと高松港近辺を航行する船の航跡や高松市
街のネオンが輝き、キラキラとした美しい夜景が展望で
きます。　　　　　　　＜ガイド＝安野文子（香川支部）＞
●撮影場所：高松市屋島
●撮影時期：四季折々それぞれに素晴らしい光景が展開
●アクセス：JR「高松駅」から車で約 20 分。
●問合せ先：高松市創造都市推進局観光交流課
　　　　　　（TEL：087-839-2416）

［島根］大東七夕まつり

とっとり花回廊　上・春めく　下・ファンタジー（撮影：生田英明）

17
　四国カルストは、愛媛県と高知県との県境に標高が約
1400 メートル、東西約 25 キロに広がり、日本三大カルス
ト台地の一つです。西から大野ヶ原、姫鶴平、五段高原、
天狗高原と続くなだらかな高原は、夏は草に覆われた緑の
大地、秋はススキが一面に広がり、四季折々の季節の花を
楽しめます。カルスト台地特有の浸食作用で地表に露出し
た真っ白な岩肌の石灰岩が点在しています。
　ここは花々を眺めながら、香り、光、音、風など、自然
を感じることのできる最高のセラピー高原です。　　　　
　　　　　　　　　　　　＜ガイド＝片岡省造（愛媛支部）＞
●撮影場所：四国カルスト台地（愛媛県と高知県の県境）
●撮影時期：四季折々の撮影が楽しめる
●アクセス：松山から国道 33 号線→国道 440 号線（地芳道路）
　　　　　　を通り、地芳峠から県道 383 号線
●問合せ先：天狗荘（TEL：0889-62-3188）

［香川］屋島の夕景

［愛媛・高知］四国カルスト

大東七夕まつり（撮影：佐々木　聡）

屋島からの夕景（撮影：安野文子）

四国カルスト（撮影：片岡省造）

［鳥取］とっとり花回廊

広島平和記念公園 8 月 6 日（撮影：秋田隆司）
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18
　石鎚山は標高 1982 メートルで、西日本最高峰の山で
す。2016 年元日の早朝、目の前に聳える天狗岳さえも
見えない深い霧。霧の中でその瞬間を待ち続けましたが、
周囲はあきらめムード。
　しかし、日の出とともに霧が切れてきて、「わー凄い！」
と歓喜の叫び声。目の前に広がる雲海、天狗岳を走る雲
や霧氷を朝日が染め、幻想的な霊峰石鎚山の初日の出の
瞬間でした。素晴らしい新年の幕開けでした。　　　
　　　　　　　　　　 　＜ガイド＝福島　勲（愛媛支部）＞
●撮影場所：石鎚山・弥山山頂
●撮影日時：1 月 1 日の日の出
●アクセス：石鎚神社中宮成就社から約 3.5 キロで弥山
●問合せ先：石鎚登山ロープウエェイ（TEL:0897-59-033）

［愛媛］霊峰石鎚山の初日の出

19
　毎年、石鎚山の御山開きが 7 月 1 日～ 10 日に行われ、
西日本各地から大勢の信者たちや登山者が訪れ、石鎚山
は賑わいをみせます。
　石鎚山は山岳信仰の山であり、日本百名山、日本百景、
日本七霊山の一つとされ、霊峰石鎚山とも呼ばれます。
多くの信者が白装束で参拝に訪れる姿は神秘的で、霊山
であることを意識させられます。
　石鎚山は、スナップ派、風景派どちらにもお勧めの撮
影地です。　　　 　＜ガイド＝一色龍太郎（愛媛支部）＞
●撮影場所：石鎚山
●撮影日時：毎年 7 月 1 日～ 10 日
●アクセス：松山方面からは石鎚スカイラインで終点土小屋
　　　　　　まで、ここから徒歩 2 ～ 3 時間
●問合せ先：石鎚神社本社（TEL：0897-55-4044）

20
　愛媛県南宇和郡愛南町では、毎年 11 月 3 日（文化の
日）に秋祭りを行います。町内各地区からいろいろな山
車が出ますが、派手さはなく、素朴で親しみが持てます。
　平城地区では、昼頃に御旅所で獅子が舞い、五鹿が踊
り、牛鬼や神輿が練りを披露します。そして秋祭りのク
ライマックスは、八幡神社の境内で行われる奉納の練り
で、大きな牛鬼、四つ太鼓、大天狗がぐるぐると回る姿
は圧巻です。　　　 ＜ガイド＝宇都宮幸種（愛媛支部）＞
●撮影場所：愛媛県南宇和郡愛南町
●撮影日時：毎年 11 月 3 日（文化の日）
●アクセス：JR「宇和島駅」から宿毛方面行きバスで約 1　
　　　　　　時間。土佐くろしお鉄道「宿毛駅」から宇和島
　　　　　　方面行きバスで約 30 分

●問合せ先：愛南町観光協会（TEL：0895-73-0444）

［愛媛］霊峰石鎚山の御山開き

［愛媛］愛南町の秋祭り

霊峰石鎚山の御山開き（撮影：一色龍太郎）

愛南町の秋祭り（撮影：宇都宮幸種）

21
　寺村の山の神火祭りは、文政 6 年から受け継がれてき
た、山の恵みと秋の豊作を祈願する伝統行事です。
　夕刻になると町内に約 5000 灯の「オヒカリ」が灯され、
六角山の麓には「山の神」の火文字が浮かび上がり、打
ち上げ花火が、周囲の山に反響して轟き、山里の夜空を
華麗に演出します。
　花火の撮影は、打ち上げ場所の反対側の峰に登って俯
瞰撮影することもでき、工夫次第でいろいろな撮影が楽
しめます。　　　　　　＜ガイド＝楠本真大（愛媛支部）＞
●撮影場所：愛媛県喜多郡内子町寺村
●撮影日時：毎年 8 月 1 日 18：00 ～ 22：00
●アクセス：JR 予讃・内子線「内子駅」から車で約 30 分
●問合せ先：内子町役場小田支所（TEL： 0892-52-3111）

23
　1980 年から佐賀市を中心に佐賀インターナショナル
バルーンフェスタが開催されていて、特に今年は、19
年ぶりにワールドカップに相当する熱気球世界選手権大
会を招聘し、めったに見られない規模でバルーンフェス
タが開催されます。大会が行われる場所は佐賀市嘉瀬川
河川敷で、カラフルでダイナミックなバルーンの飛行を
はじめ、早朝の出発準備から飛行までのさまざまな人の
動き、大会を楽しむ観客の表情など、被写体は豊富です。
　　　　　　　　　　　＜ガイド＝北脇英雄（福岡支部）＞
●撮影場所：佐賀市嘉瀬川河川敷
●撮影日時：2016 年 10 月 28 日（金）～ 11 月 6 日（日）
●アクセス：JR 長崎本線「バルーン佐賀駅」下車。佐賀市内
　　　　　　からシャトルバスを運行
●問合せ先：2016 佐賀熱気球世界選手権実行委員会
　　　　　　（TEL：0952-29-9000）

［愛媛］寺村 山の神火祭り

［佐賀］熱気球世界選手権大会

寺村「山の神大祭り」打ち上げ花火（撮影：楠本真大）

熱気球世界選手権大会（撮影：北脇英雄）

元旦の霊峰石鎚山（天狗岳と初日の出）（撮影：福島　勲）

22
　津野山古式神楽の舞は、11 の素面の舞と 6 つの面を付
けての舞があり、舞い納めるには約８時間を要します。「土
佐の神楽」の一つとして国の重要無形民俗文化財指定に
なっており、秋祭りに氏子が五穀豊穣、無病息災を祈願
して奉納されます。夜通し行われる「夜通し神楽」も数
年に一度見られます。　＜ガイド＝杉野節子（高知支部）＞
●撮影場所：高知県高岡郡津野町
●撮影日時：日程などは現地の問合せ先へ確認
●アクセス：須崎東 I.C から約 1 時間
●問合せ先：津野町教育委員会（TEL：0889-62-2258）

［高知］津野山古式神楽

津野山古式神楽（諏訪神社）（撮影：入交貞悦）
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24
　九十九島は、長崎県の北松浦半島西岸に連なるリ
アス式海岸の群島で、全域が西海国立公園に指定さ
れています。複雑に入り組んだリアス海岸と 208 の
島々があり、自然が織りなす変化に富んだ美しい景
観が広がっています。日差しの変化とともに刻々と
表情を変えます。
　秋から初冬（10 月～ 12 月）には夕景を目当てに、
多くのカメラマンが訪れます。特に晴れた日の夕刻
は格別赤く映えて、光る海に島々の間を航行する船
の航跡が描かれ、また、空が雲に覆われると、雲間
から太陽光が射し込み、そのスポットライトで海が
輝きます。自然を舞台にドラマチックな光景が展開
します。　  　　　　＜ガイド＝北野末吉（長崎支部）＞

●撮影場所：九十九島の大パノラマが見られる展望    
　　　　　　台（石岳展望台、弓張り展望台、うど
　　　　　　越え展望台がベスト）
●撮影時期：四季折々の自然が楽しめる
●アクセス：JR「佐世保駅」から各展望台まで車で
　　　　　　約 20 ～ 30 分
●問合せ先：佐世保情報センター
　　　　　　（TEL：0956-22-6630）

［長崎］九十九島

九十九島の夕暮れ（撮影：北野末吉）

スポットライトに輝く九十九島の海（撮影：北野末吉）
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長
及
び
常
任
理
事
と
、
今
年
は
県
別
番
号
偶

数
の
支
部
か
ら
の
代
表
21
名
が
審
査
員
を
務
め

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
単
写
真
部
門
」
作
品
を
ジ
ャ
ン

ル
別
に
審
査
し
、
入
賞
候
補
作
品
40
点
を
選

出
。
次
に
「
組
写
真
部
門
」
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に

審
査
し
、
入
賞
候
補
作
品
30
点
を
選
出
。
更
に

両
部
門
と
も
審
査
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
3

賞
候
補
と
し
て
4
作
品
ま
で
絞
り
込
み
ま
し

た
。
こ
こ
で
両
部
門
の
上
位
3
賞
候
補
作
品
を

同
時
に
並
べ
て
審
査
し
、
ま
ず
「
二
科
賞
」
を

決
定
し
、
続
い
て
「
全
国
知
事
会
賞
」
と
「
日

本
カ
メ
ラ
財
団
賞
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。
「
二

科
賞
」
は
単
写
真
の
カ
ラ
ー
作
品
、
「
全
国
知

事
会
賞
」
は
組
写
真
、
「
日
本
カ
メ
ラ
財
団

賞
」
は
単
写
真
の
モ
ノ
ク
ロ
作
品
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
上
位
3
賞
の
作
品
は
、
さ
ら
に
大
伸

ば
し
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
て
第
64
回
展
の
一
般
公
募
部
門
の
審

査
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
8
月
31

日
（
水
）
か
ら
9
月
12
日
（
月
）
ま
で
国
立
新

美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
二
科
展
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
審
査
員
の
方
々
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
長
：
片
岡
順
一
）

File27 審査

一次審査風景 二次審査風景

■第64回展　一次審査員
〇審査委員長＝森井禎紹会員（兵庫）
〇審査員＝川本征紀会員（愛媛）、近藤誠宏会
　員（岐阜）、市川喜久雄会員（愛知）、徳永
　美奈子会員（福岡）、大山荘一会員（茨城）、
　樋口幸雄会員 ( 三重 )、藤森順治会員 ( 長野 )、
　秋田隆司会員（広島）、鈴木洋一会員（秋田）、
　佐藤ちえ子会員（山梨）
〇進行管理＝片岡順一会員（神奈川）、天内紀
　元会員（東京）
〇立会人＝今井寿雄会員（埼玉）、柳原香会員
　（兵庫）

■第64回展　二次審査員
〇審査委員長＝森井禎紹会員（兵庫） 
〇審査員＝近藤誠宏会員（岐阜）、大山荘一会員（茨城）、宗前敏光会員（青
　森）、関口晴子会員（秋田）、笹川義信会員（宮城）、石原正道会員（東
　京）、高橋扶臣男名誉会員（千葉）、岩崎充男会員（群馬）、大貫亘会員
　（茨城）、細川伸吉会員（長野）、辻堅一郎会員（岐阜）、金山正夫名誉
　会員（富山）、八木富夫会員（京都）、山岡成男会員（兵庫）、前和幸会
　員（和歌山）、　岩下直行会員（鳥取）、中藤章雅会員（岡山）、宮原博
　美会員（山口）、　森住博会員（徳島）、一色龍太郎会員（愛媛）、宮崎
　喜一会員（熊本）、　北野末吉会員（長崎）、竹尾康男会員（宮崎）
〇進行管理＝片岡順一会員（神奈川）、天内紀元会員（東京）
〇立会人＝今井寿雄会員（埼玉）、柳原香会員（兵庫）
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○二科賞「伊根の夕暮」椛島資次（長崎）
○全国知事会賞「彼岸のころ」朝井章二（鳥取）
○日本カメラ財団賞「老夫婦」佐々木忠吉（石川）

■単写真部門入賞者

・トキナー賞「番犬」浦崎正江（東京）
・富士フイルム賞「雪の竹林」沼沢麗子（山形）
・リコーイメージング賞「疾走」花木義孝（三重）
・ケイジェイイメージング賞「噴射」曽我友一（愛知）
・エプソン賞「護摩供養」萩野美保子（広島）
・ニコン賞「雪の造形」川口靖子（山梨）
・DNP フォトイメージングジャパン賞
　「怪雲飛来」後藤重行（山梨）
・加賀ソルネット賞「光の競演」宮原洋子（山口）
・エイエムエス賞「姉妹」山本陽子（大阪）
・エターナルラボ賞「見張る。」渋谷俊隆（香川）
・カラーサイエンスラボ賞「妖光」高橋純寿（広島）
・写真弘社賞「友千鳥」田中勝浩（広島）
・トミカラー賞「夜明け」竹内裕子（高知）
・フレームマン賞「ふしぎな玉」東島　晋（山口）
・プロラボ ホワイトアース賞
　「滝すべり」久保純子（福岡）
・堀内カラー賞「極光と残雪」稲水　惇（広島）
・よしみカメラ賞「落馬寸前」井上良孝（広島）
・ラボネットワーク賞「愛情」松岡正明（広島）
・フォトコン賞「見守る」福本忠男（山口）
・日本カメラ賞「七五三」那須裕一朗（福岡）
・アサヒカメラ賞「禊」田村治義（和歌山）
・奨励賞「夕礁」平塚幸江（秋田）
・奨励賞「おでかけ」牛場寿子（三重）
・奨励賞「ウォーミングアップ」服部　進（三重）
・奨励賞「採餌」大坂　武（島根）
・奨励賞「寒色」堀内正雄（広島）

■組写真部門入賞者

・シグマ賞「秋影」小田祐子（大阪）
・タムロン賞「グッドナイト」松島　寛（東京）
・オリンパス賞「祭の日」内田玲子（兵庫）
・キヤノン賞「夏の日」塚本芳子（京都）
・イーストウエスト賞「光彩」佐藤　玲（東京）
・ピクトリコ賞「裏町の思い出」基常忠男（鳥取）
・セコニック賞「ローカル線」杉野満夫（高知）
・シグマ広島賞「馬の生活」河本美繪子（兵庫）
・クリエイト賞「優雅」廣瀬一三（茨城）
・フレームマン賞「どんき」吉田亜佐子（兵庫）
・堀内カラー賞「海の中」土屋祥子（東京）
・ラボネットワーク賞
　「ドルポの子供達」高橋　晃（愛知）
・フォトコン賞「窓辺」松本壽雄（福井）
・日本カメラ賞「米作り」加藤武春（長野）
・アサヒカメラ賞「奥能登の冬」古田史昭（岐阜）
・奨励賞「家族」磯　繁幸（東京）
・奨励賞「雪化粧」増子秀夫（茨城）
・奨励賞「明日に向かって」大和章人（徳島）
・奨励賞「ピクシー」山本雅敏（徳島）
・奨励賞「漕艇」佐藤吉晴（熊本）

■単写真部門
入選者

●北海道
筬井敦子
笠原幸三
笠原智恵子
後藤一夫
佐藤静夫
辻　義照
長瀬千鶴子
村田ミチ子
●青森県
泉山　元
●岩手県
太田信子
寺舘正美
星　道子
松島哲夫
山下健二
●秋田県
安彦　融
泉谷芳昭
伊藤栄一
大川紀夫
小畑洋一
鎌田淳一
川島康正
菊地光男
沓澤辰雄
熊谷忠浩
高坂節子
小松正幸
小松芳春
齊藤　等
佐藤　彰
須藤秋男
須藤昌子
高橋健一
髙橋忠男
濱田格子
門間栄子
山口裕子
與齊俊雄
●山形県
阿部武司
石澤昭雄
伊藤和男
伊藤義子
加藤孝壽
菊地慶造
斎藤和男
斎藤敏雄
佐藤吉栄
髙橋裕子
田中二男
長岡和子
布川貞雄
松本鶴子
矢田目敏弘
●宮城県
井出次女
牡鹿周一
小野寺亨
佐々木章逸
庄子勇夫
●福島県
青田惣助

安斎正秀
泉田ミチ子
黒岡　隆
齋藤広亨
佐藤英次
佐藤光政
佐藤由弘
高橋清良
丹治美知夫
本田仙吉
村井俊道
渡辺孝一
●新潟県
安部　諭
内山義昭
佐々木壽英
穂苅　環
宮林博子
山口　進
渡辺真一
●東京都
荒木章而
石井　篤
江口智子
江副洋介
海老沢光治
大山秀雄
鏑木康之郎
佐々木剛一
塩田雄治
高橋政幸
濱野節子
林　有紀
吉満敏夫
渡辺　徹
●神奈川県
岩崎茂樹
内田清一
大江明彦
大森知子
野瀬ゆき子
日高顯治
望月従道
吉村宏人
●千葉県
伊藤　正
木村良男
柴原　連
田島聖一
土橋茂洋
蜂谷直子
藤野治雄
●埼玉県
池田靖子
伊東徹英
井上泰江
榎本喜夫
大野喜久代
郝　麗敏
金子ひろみ
後藤芙美子
桜井孝子
佐々木新
鈴木豊士
高橋　桜
龍澤豊文
檜和田浩一
向山南海子

●群馬県
石井文江
大山京子
冨澤健一
●栃木県
石毛孝一郎
●茨城県
石島俊一
内田和之
大石美奈都
大垣浩子
大川元通
金谷　登
菊池修典
木村憲太郎
久々湊真一
来栖利枝
後藤勝義
小松いつ子
櫻井　昭
鈴木芳郎
瀬尾繁喜
竹内　治
野上弘子
茂木武幸
森田早輝子
森田近江
吉川和利
和田勝子
渡辺　清
●山梨県
有泉義行
石原新一
井出吾朗
井上和夫
井上由紀子
岩間文洋
小俣　仁
●静岡県
小池富子
島林大祐
松原敏夫
丸井敏郎
●長野県
青木嘉直
伊藤　武
上野満夫
牛山金良
遠藤甲午
小池三智恵
五味洋子
佐々木雅江
助川俊輔
高野　章
立澤清隆
塚田正子
中谷まり子
中山　弘
西村允男
宮坂　誠
守屋萬次
矢澤直司
栁澤正秋
吉池征雄
米山賢昭
若杉貞夫
●愛知県
相川　修

青木尚子
青木　裕
安逹和子
跡見美穂子
安藤敏夫
安藤年孝
伊藤久幸
伊藤松實
稲葉　進
鵜飼あや子
大島　守
大槻冨士枝
小川正勝
荻本昇吾
奥村俊雄
垣見昌宏
梶田敏彦
加藤通子
加藤光男
加藤喜大
北村　守
栗林　誠
纐纈明美
後藤年良
斉藤　宏
佐古忠夫
佐々知子
下谷正之
白井和利
杉浦好子
谷口　勉
外勢　肇
中村　薫
西久保嘉弘
花井晴子
平野　肇
深谷邦雄
藤井重彦
藤田正夫
水野義己
三宅唯夫
安井　孝
山﨑　朗
山下勝彦
山田耕三
渡邉文男
●岐阜県
浅見豊治
岡安敏子
小川八永子
加藤明美
加藤麻美
佐藤貞彦
常川豈敬
中辻義則
中村隆市
水谷博光
宮地美和子
吉田英昭
●三重県
池山ふみ代
伊藤憲治
岩田　一
岩間久夫
植木政弘
内山　修
太田邦郎
大橋哲也

加藤清史
加藤　武
金谷克造
鎌田美津子
坂倉美智子
清水博子
竹内靜惠
冨田　弘
中谷栄美代
中野敏生
中村右品
西岡ひとみ
西岡文弘
西村康夫
野末　園
萩原清春
長谷公秀
藤井雍一郎
藤原　雅
牧戸　勲
水谷　寛
村田　元
森　長子
森下喜美子
吉野聖夫
和仁一郎
●福井県
沖村堯義
寺尾美代子
●石川県
上田　正
小笠原隆文
北中和子
柴田朋子
丸山悦子
室梅利幸
森田武年
矢木庄治
吉川　潔
●富山県
東　昻
島野洋子
永山勝久
堀婦沙子
柳瀬美智子
●京都府
石川玲子
市田清子
上田智子
大橋政美
小澤由利子
角井正博
川村雅範
佐和賢爾
野崎佳子
三沢勇典
●滋賀県
魚谷和子
折笠さつき
岸　洋子
土肥美帆
西本睦子
二宮紀彦
森　保
山岸美佐恵
𠮷村仙二郎
吉村英光

●兵庫県
今村光政
岩田友一
上田禎亮
浮田賀子
内海　優
奥平辰生
河本　求
木船信恭
小巻雅子
鈴木三榮子
高田周二
髙原澄子
谷村周慈
鶴海澄子
羽根田裕子
原田佐夜子
平松国秀
三村ゆき子
宮川和昌
三吉　孜
横部広幸
●奈良県
石井康道
大西　瞳
岡本眞壽美
久保秋雄
佐藤　寛
武田雅男
築山忠一
辻　博明
中島　巌
中田昌夫
中野久悦
吉川　洋
●和歌山県
青木義雄
角谷忠明
竹田理絵
中筋　孝
●大阪府
川内　陽
勘田征雄
土岐令子
中村年雄
西山百合子
松岡幸子
宮崎しのぶ
山口順三
山本公一
山本正義
●鳥取県
松本利秋
森田サブロー
●島根県
青戸　繁
岡　幸美
黒川政治
出川正廣
波積　薫
藤原靜雄
●岡山県
内田克己
畝木東陽子
小畑衛司
小畑美惠
片山圭右
金谷　侃

笹井啓子
土居礼子
道城謙治
能一　昇
吉田郁郎
●広島県
青木リツ
秋中弘匡
朝枝加津子
荒田尚美
池本和枝
石川正通
石橋美弥子
伊藤久之
稲水まり子
井上文香
岩井猛彦
岩倉香陽子
岩室節子
上杉京子
上野美都江
宇都宮雅江
大石正臣
大戸冨士惠
岡　直樹
岡崎富子
岡田和之
尾熊友一
奥本泰久
小原邦子
小山　博
掛谷春夫
賀中義隆
門田　実
金子浩紀
亀井秀樹
川崎雅俊
川須宮恒夫
河中文雄
河村昭二
岸槌和夫
北山　高
木村文昭
清原美千子
楠　仁志
倉田浩子
倉見千恵子
古垰勝治
後藤和子
小原三津枝
斎藤正美
崎浴豊秋
迫早智子
佐藤秀士
佐藤俊博
柴田　醇
柴田礼子
管原正人
杉野原昌宏
杉本文夫
鈴木　章
須田愼吉
砂﨑秀子
住田英造
瀬尾　清
関城良典
世良時夫
園田三恵

高木美幸
髙取一秀
高橋良惇
高森時光
立花茂樹
谷岡　隆
谷村隆夫
津島恵子
筒井節男
手島洋子
土井　晃
銅堂健一
富田　潔
中尾美智子
中曽郁夫
中原　一
西井弘子
根石清子
能美二郎
野田秋雄
長谷俊紀
林　正博
平櫛賀章
福原　章
藤岡博司
藤川タカコ
藤川千恵美
藤川豊子
藤原成毅
堀田薫美
堀之内洋子
本村博三
槇　英輔
増田洋二
丸谷邦子
丸本正己
三戸元子
南　一敏
元広健二
八代万里子
山上伸夫
山上正子
山下　寛
山田修三
山田善司
吉川昭子
脇本敏治
●山口県
赤野　馨
一柳敬行
川田君代
古林喜明
古村裕子
隅　照夫
高橋政義
竹本直敏
田辺　保
田村　肇
常村敏彦
中村政春
幡生佳彦
藤井孝子
藤岡清子
前田孝暁
前田俊男
町田　弘
宮崎紀与二
山田正明

　第64回二科会写真部展 入賞・入選者一覧

渡辺美沙
●香川県
石塚喜代司
喜田克歳
北村修一
佐藤雅彦
高野明人
●徳島県
石川徹雄
おどみ岐諷
棚橋仁志
谷　嘉明
長尾　守
姫野博司
南　敦子
森住孝義
山下修司
●高知県
大坪享介
北村健三
河野彰子
●愛媛県
井門康栄
上岩静雄
宇都宮栄一
大内清俊
岡田則子
小倉智子
越智幸男
窪田竹雄
芝﨑静雄
髙岡芳男
中嶋浩貴
三浦　聖
●熊本県
江藤聡子
大野誓志
柿田　浩
北村幸雄
小宮槻夫
高尾信行
田中初代
田中　寛
永田淳子
原田國光
原田ヒフミ
増住英雄
山川　勇
●長崎県
大石久志
梶　茂
黒岩　誠
友廣康穂
中島秀雄
原川靖宏
𠩤口恭二
久田重一
村岡文雄
吉島和泉
●大分県
安部　博
有田郁子
佐藤孝之
●宮崎県
甲斐靖一
島田眞由美
●鹿児島県
伊地知国雄

大田憲子
川添純二郎
黒木芳秀
坂口志保子
末永政文
永正重俊
松永マリ子
滿尾早耶
●福岡県
井口　裕
入江弘子
大石芳子
金森正太
黒水律子
河野修身
斉藤啓子
坂田信也
佐谷禎介
佐藤　忍
関智惠子
高松宏此
玉置エミ子
中西保信
中守秀子
西村美代子
野口浩光
原　結子
平山幸子
藤原百合子
増田俊次
水島智子
水野磨智子
三好善行
森　廣子
森田昭代
八田公子
山口博信
山田英子
横尾　忍
吉富　定
米子浩幸
渡辺和幸

■組写真部門
入選者

●北海道
岡部裕子
澤野玲子
南部正樹
山崎ひろし
渡辺春美
●青森県
小橋哲也
●岩手県
口川忠雄
星　岩男
●秋田県
加藤信作
菊地喜二郎
熊谷直紀
●山形県
青山久爾秀
阿部和行
石川　準
奥山陽一
佐藤　啓
白田　純

三澤　勉
●福島県
黒澤泰弘
●東京都
青山　弘
大沼愛子
亀山初江
酒井雅子
佐藤淳子
佐野聖子
白石志津子
當麻勝正
中川栄子
西澤千鶴
服部　洋
樋川藤之
眞島邦子
室屋和代
山口清子
●神奈川県
大野詳平
小澤ミヨ子
多島康夫
●千葉県
大関祥子
手島かつこ
森　誠子
●埼玉県
熊田繁夫
小宮実千穂
佐々木強
巽　寿一
●栃木県
大島玲子
鈴木　泉
●茨城県
猪瀬勝男
大森正義
小澤通男
境田洋子
笹澤幸好
田村　久
冨田節男
中山律子
額賀喜美子
沼田圖南
萩原武男
橋本義昭
村山秀雄
●静岡県
小宅葉子
新村全子
松永愛子
山本敦美
●長野県
赤羽あや子
伊東　明
岩島富雄
小林明義
花岡喜久雄
平林重夫
●愛知県
浅井千恵
朝倉澄男
穴澤孝子
犬塚勝正
大原孝之
加藤秀男

加藤　譲
小森篤子
澵井五一
津田節哉
冨田邦雄
森　雅訓
森岡伸幸
●岐阜県
赤尾郁夫
浅野輝雄
梅村幸男
兼松克司
亀山正博
桐山晃一
國井和美
清水正之
杉田　基
髙木保夫
竹中裕子
津﨑　坦
中井孝弘
西村昭人
日比野美津子
藤中　浩
矢崎章郎
安田保郎
横山茂昭
●三重県
加藤洋子
城島正子
西井寛一
野瀬みつ子
●石川県
神谷義夫
北田　晃
小此内茂樹
杉野時男
千田洋子
高桑朝代
冨田晃子
中口明美
中西四郎
林　和子
矢倉一成
与五沢良枝
●富山県
米屋幸蔵
●京都府
足立順子
小林達也
●滋賀県
園田みちゑ
寺田功子
中嶋輝明
西岡千春
長谷川敏行
●兵庫県
阿部勇夫
池田正樹
大西満也
大室耕一
垣村早苗
島田　勝
高橋文代
仲島久美子
中山惠子
春名恵美
松下紀和

山川照美
大和啓子
和田英利
●和歌山県
木戸逸子
新家益代
龍田経子
中原　登
●大阪府
石井睦子
田中由美子
友田紘輝
友田　達
三坂康一
●鳥取県
安養寺亨
石丸なつ子
加川清三郎
角　尚子
宮本香子
●岡山県
森兼髙志
●広島県
青山正義
今川重信
奥林奈津子
表　孝征
沢田　博
伊達陽哲
棚谷　彰
玉田一雄
中川　司
馬場朝則
平元一幸
古川美恵子
三木園子
宮田憲雄
宮田順正
村上和子
森田浩志
●山口県
兼清克己
江田光信
●香川県
山田正利
●徳島県
秋山修一
幾田茂仁
高木信昭
田中義孝
平澤澄子
森住　啓
●愛媛県
原　務
藤澤榮子
山下雅司
●宮崎県
針貝純子
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File27 支部情報 File27写真集・写真展

松井秀雄写真集
『光と風のコンチェルトⅡ』

■
写
真
集

●
松
井
秀
雄
写
真
集

　『
光
と
風
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
Ⅱ
』

大
阪
支
部
・
松
井
秀
雄
会
友
の
作
品
集
。

和
の
感
性
と
洋
の
エ
ス
プ
リ
を
融
合
、

独
自
の
美
意
識
で
紡
い
だ
光
と
風
。

サ
イ
ズ
：
2
5
0
×
2
3
0
ミ
リ
・

カ
ラ
ー
1
0
0
ペ
ー
ジ
。

定
価
：
3
2
4
0
円
（
税
込
）・
発
行
：

風
景
写
真
出
版

●
今
井
清
博
写
真
集

　『
四
季
・
め
ぐ
り
逢
い
』

大
阪
支
部
・
今
井
清
博
支
部
員
の
作
品

集
。
日
本
の
四
季
の
中
で
巡
り
合
っ
た

自
然
や
人
物
の
写
真
を
収
載
。

サ
イ
ズ
：
2
2
0
×
2
1
0
ミ
リ
・

カ
ラ
ー
46
ペ
ー
ジ
・
定
価
：
1
5
0
0

円
（
税
込
）・
発
行
：
東
方
出
版

●『
森
井
禎
紹
の
地
球
・
ぶ
ら
り
旅
』

兵
庫
支
部
・
森
井
禎
紹
会
員
の
作
品
集
。

旅
し
て
撮
っ
た
世
界
12
カ
国
の
写
真
。

サ
イ
ズ
：
2
4
0
×
2
6
0
ミ
リ
・

カ
ラ
ー
1
5
2
ペ
ー
ジ

定
価
：
5
0
0
0
円
（
税
別
）・
発
行
：

ダ
イ
コ
ロ

■
写
真
展

●
吾
妻
克
美
写
真
展
「
和
奏
彩
彩
」

　

宮
城
支
部
・
吾
妻
克
美
支
部
員
の
個
展
。

　

会
期
：
7
月
1
日（
金
）～
31
日（
日
）

　

会
場
：
仙
台
市
緑
ヶ
丘　

欧
風
カ
レ

　

ー
の
お
店
ギ
ャ
ラ
リ
「
g
r
e
e
n

　

ひ
る
ず
」

　

会
期
：
9
月
15
日（
水
）～
27
日（
火
）

　

会
場
：
富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ

　

ン
仙
台

●
花
の
会
山
梨
写
真
展

　
山
梨
支
部
・
佐
藤
ち
え
子
会
員
が
出
品
。

　

会
期
：
7
月
14
日（
木
）～
19
日（
火
）

　

会
場
：
山
梨
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
C

●
山
川
常
男
写
真
展
「
浅
草
歳
時
記
」

　

東
京
支
部
・
山
川
常
男
会
員
の
個
展
。

　

会
期
：
8
月
2
日（
火
）～
8
日（
月
）

　

会
場
：
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
b
i
s
新
宿

●「
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
　
F
r
e
e
k
s
展
」

　

山
梨
支
部
・
佐
藤
ち
え
子
会
員
が
出
品
。

　

会
期
：
8
月
23
日（
火
）～
28
日（
日
）

　

会
場
：
山
梨
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
C

●
高
橋
良
彰
写
真
展

　「
漆
黒
の
闇
の
幻
影
〜
夢
の
軌
跡
〜
」

　

大
阪
支
部
・
高
橋
良
彰
会
友
の
個
展
。

　

会
期
：
9
月
2
日（
金
）～
8
日（
木
）

　

会
場
：
写
真
弘
社　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

　

ア
ー
ト
グ
ラ
フ

●
石
原
正
道
写
真
「
A
M
E
R
I
C
A
N 

　
S
O
U
T
H
W
E
S
T
Ⅱ
」

　

東
京
支
部
・
石
原
正
道
会
員
の
個
展
。

　

会
期
：
9
月
2
日（
金
）～
8
日（
木
）

　

会
場
：
フ
レ
ー
ム
マ
ン
・
ギ
ン
ザ
・

　

サ
ロ
ン
Ⅰ

●
石
原
京
子
写
真
展
「
ル
ー
マ
ニ
ア
・

　
春
を
迎
え
た
村
で
」

　

東
京
支
部
・
石
原
京
子
会
友
の
個
展
。

　

会
期
：
9
月
2
日（
金
）～
8
日（
木
）

　

会
場
：
フ
レ
ー
ム
マ
ン
・
ギ
ン
ザ
・

　

サ
ロ
ン
・
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ
こ
も
れ
び
写
真
展

　

東
京
支
部
・
石
原
正
道
会
員
が
出
品
。

　

会
期
：
9
月
2
日（
金
）～
8
日（
木
）

　

会
場
：
フ
レ
ー
ム
マ
ン
・
ギ
ン
ザ
・

　

サ
ロ
ン
Ⅱ

●
米
山
悦
朗
写
真
展
「
和
紙
を
漉
く
」

　

東
京
支
部
・
米
山
悦
朗
会
友
の
個
展
。

　

会
期
：
9
月
6
日（
火
）～
12
日（
月
）

　

会
場
：
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
b
i
s
新
宿

●
廿
日
市
4
写
真
ク
ラ
ブ
合
同
展

　

広
島
支
部
・
井
深
壽
一
会
員
が
出
品
。

　

会
期
：
9
月
7
日（
水
）～
11
日（
日
）

　

会
場
：
は
つ
か
い
ち
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
東
京
シ
テ
ィ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
第
16
回

　
写
真
展
　

　

東
京
支
部
・
角
尾
栄
治
会
員
と
角
尾

　

抽
臣
子
会
員
に
よ
る
写
真
展
。

　

会
期
：
9
月
8
日（
木
）～
14
日（
水
）

　

会
場
：
四
谷
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー

●
第
35
回
ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
・
フ
ォ

　
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

　

東
京
支
部
・
伊
藤
陽
会
友
が
出
品
。

　

会
期
：
10
月
7
日（
金
）～
13
日（
木
）

　

会
場
：
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
東
京

●
風
の
会
写
真
展

　

広
島
支
部
・
井
深
壽
一
会
員
が
出
品
。

鉄田武範写真展「心の視点」

石原正道写真展
「AMERICAN  SOUTHWEST Ⅱ」

石原京子写真展
「ルーマニア・春を迎えた村で」　

【
支
部
情
報

】

●
第
41
回
北
海
道
支
部
展

　

会
期
：
9
月
13
日（
火
）～
19
日（
月
）

　

会
場
：
旭
川
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

　

武
旭
川
店
）

●
第
40
回
東
北
地
区
公
募
展
作
品
募
集

　

応
募
資
格
：
東
北
6
県
の
在
住
者
ま

　

た
は
出
身
者

　

テ
ー
マ
：
自
由
（
単
写
真
に
限
る
）

　

サ
イ
ズ
：
白
黒
・
カ
ラ
ー
共
A
4
～

　

四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
は
不
可
）

　

受
付
：
9
月
1
日（
木
）～
30
日（
金
）

　

応
募
料
：
支
部
員
は
5
点
ま
で
３
千

　

円
、
一
般
は
3
点
ま
で
3
千
円
、
共

　

に
3
点
以
上
は
1
点
5
0
0
円

　

賞
：
大
賞
1
点
＝
10
万
円
、
支
部
長

　

賞
6
点
＝
1
万
円
、
協
賛
賞
50
点

●
第
40
回
東
北
地
区
公
募
展

　

会
期
：
11
月
17
日（
木
）～
20
日（
日
）

　

会
場
：
八
戸
市
美
術
館

●
秋
田
支
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典
及

　
び
祝
賀
会

　

日
時
：
10
月
22
日（
土
）
午
後
1
時

　

会
場
：
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

●
第
16
回
秋
田
支
部
展

　

会
期
：
10
月
21
日（
金
）～
24
日（
月
）

　

会
場
：
ア
ト
リ
オ
ン
第
1
展
示
室

●
新
潟
支
部
展

　

会
期
：
11
月
1
日（
火
）～
6
日（
日
）

　

会
場
：
長
岡
市
美
術
セ
ン
タ
ー

●
第
36
回
千
葉
支
部
展

　

会
期
：
10
月
25
日（
火
）～
30
日（
日
）

　

会
場
：
千
葉
県
立
美
術
館

●
第
22
回
長
野
支
部
公
募
展

　

会
期
：
11
月
15
日（
火
）～
20
日（
日
）

　

会
場
：
八
十
二
銀
行
本
店
「
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
82
」（
長
野
市
）

　

会
期
：
11
月
23
日（
水
）～
27
日（
日
）

　

会
場
：
茅
野
市
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
石
川
支
部
展
・
会
員
会
友
展

　

会
期
：
12
月
14
日（
水
）～
18
日（
日
）

　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館　

●
静
岡
支
部
「
秋
季
写
真
教
室
」

　

講
師
：
沼
田
早
苗
先
生

　

期
日
：
11
月
12
日（
土
）
午
後
1
時

　

会
場
：
パ
ル
シ
ェ
会
議
室

　

問
合
せ
先
：
伴
野
雄
三
静
岡
支
部

　

長
0
9
0
・
4
2
3
2
・
8
0
6
7

●
第
24
回
岐
阜
支
部
展

　

会
期
：
12
月
13
日（
火
）～
18
日（
日
）

　

会
場
：
岐
阜
県
美
術
館
一
般
展
示
室

　

展
示
：
40
名
・
全
紙
約
1
2
0
点

●
京
都
支
部
展

　

会
期
：
10
月
21
日（
金
）～
26
日（
水
）

　

会
場
：
A
M
S
写
真
館　

ギ
ャ
ラ
リ

　

ー
2

●
第
3
回
奈
良
支
部
展

　

会
期
：
10
月
6
日（
木
）～
11
日（
火
）

　

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
や
さ
と（
天

　

理
市
川
原
城
町
）

●
第
38
回
広
島
支
部
公
募
展
作
品
募
集

　

応
募
資
格
：
広
島
県
在
住
者
ま
た
は

　

在
勤
者

　

テ
ー
マ
：
自
由
（
単
写
真
に
限
る
）

　

サ
イ
ズ
：
白
黒
・
カ
ラ
ー
共
A
4
～

　

四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
は
不
可
）

　

受
付
：
7
月
20
日（
水
）～
29
日（
金
）

　

応
募
料
：
支
部
員
は
無
料
（
3
点
ま
で

　

可
）、
一
般
は
1
点
１
千
円
（
点
数
に

　

制
限
な
し
）

　

賞
：
大
賞
10
万
円
の
ほ
か
賞
金
・
賞       

　

品
多
数

●
第
38
回
広
島
支
部
公
募
展

　

会
期
：
10
月
4
日（
火
）～
9
日（
日
）

　

会
場
：
広
島
県
立
美
術
館

　

会
期
：
11
月
15
日（
火
）～
20
日（
日
）

　

会
場
：
ふ
く
や
ま
美
術
館

●
第
1
0
1
回
二
科
展
広
島
巡
回
展

　

期
間
：
2
0
1
7
年
1
月
3
日（
火

　

～
8（
日
）

　

会
場
：
広
島
県
立
美
術
館
地
下
県
民

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
鳥
取
支
部
展

　

会
期
：
7
月
15
日（
金
）～
20
日（
水
）

　

会
場
：
中
電
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

ギ
ャ

　

ラ
リ
ー

●
第
15
回
島
根
支
部
写
真
展

　

会
期
：
7
月
27
日（
水
）～
31
日（
日
）

　

会
場
：
島
根
県
市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー

　

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
（
松
江
会
場
）

　

会
期
：
8
月
3
日（
水
）～
7
日（
日
）

　

会
場
：
石
正
美
術
館
（
石
見
会
場
）

●
長
崎
支
部
展
覧
会

　

会
期
：
2
0
1
7
年
2
月
24
日（
金
）

　

～
28
日（
火
）

　

会
場
：
長
崎
市
コ
ク
ラ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

「
第
64
回
二
科
会
写
真
部
展
」
の
一
般
公
募
部
門
の
審
査
が
終
わ
り
、
入
賞
・
入

選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
審
査
結
果
で
例
年
話
題
に
な
る
の
が
、
広
島
支

部
の
入
選
者
数
で
す
。
今
年
も
な
ん
と
1
3
3
名
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
入
選
者
が
出
る
の
か
。
広
島
県
は
特
別
に
写
真

が
上
手
な
方
が
多
く
い
て
優
れ
た
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
決
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は
数
字
の
問
題
、
比
率
の
関
係
で
す
。
つ
ま

り
は
応
募
者
数
が
他
県
よ
り
ず
ば
抜
け
て
多
い
た
め
、
必
然
的
に
入
選
者
も
多
い
わ

け
で
す
。
支
部
員
以
外
の
方
を
含
め
、
広
島
県
の
応
募
者
は
3
0
0
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
他
県
を
圧
倒
す
る
応
募
者
数
は
広
島
の
自
慢
と
言
え
る
の
で
す
が
、
広

島
支
部
は
会
員
・
会
友
も
多
く
、
支
部
員
も
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
広
島

支
部
の
会
員
・
会
友
・
支
部
員
の
努
力
の
結
果
と
自
負
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
初
入
選
さ
れ
た
方
に
は
、
支
部
へ
の
入
会
勧
誘
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

広
島
で
開
催
さ
れ
る
二
科
展
の
巡
回
展
で
も
、
初
入
選
作
品
に
は
特
別
に
敬
意
を
表

し
て
展
示
し
、
展
覧
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
初
入
選
者
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

中
国
新
聞
に
は
初
入
選
者
の
氏
名
が
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
初
入

選
者
へ
の
配
慮
は
以
前
か
ら
行
っ
て
き
て
い
て
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
広
島
支
部
に
は
会
員
21
名
、
会
友
23
名
が
在
籍
、
皆
さ
ん
が
支
部
員
へ
の

指
導
な
ど
日
頃
か
ら
様
々
に
尽
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
創
立
会
員
の
秋
山
庄
太
郎

先
生
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
「
和
を
以
っ
て
尊
と
な
す
」
の
精
神
と
、
林
忠
彦
先
生

の
「
我
以
外
皆
師
」
と
言
う
言
葉
を
常
に
大
切
に
し
、
謙
虚
で
地
道
な
活
動
を
続
け

て
き
た
こ
と
が
成
果
と
な
っ
て
、
今
日
の
広
島
支
部
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
島
は
瀬
戸
内
海
、
中
国
山
地
な
ど
の
素
晴
ら
し
自
然
、
近
県
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
被
写
体
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
写
真
環
境
で
会
員
・
会
友
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
撮
影
指
導
や
例
会
で
の
作
画
指
導
を
熱
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
展
応
募
へ
向
け
て
は
、
各
自
が
応
募
作
品
10
点
を
目
標
に
、
支
部
員
限

定
の
勉
強
会
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
は
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
支
部
全
体
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
の

は
現
実
で
あ
り
、
今
後
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

良
き
仲
間
、
広
島
の
写
友
た
ち

広
島
の
入
選
者
が
ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

秋
田
隆
司
（
会
員
・
広
島
支
部
）

!?

吾
妻
克
美
写
真
展
「
和
奏
彩
彩
」

今井清博写真集
『四季・めぐり逢い』

　

会
期
：
10
月
18
日（
火
）～
23
日（
日
）

　

会
場
：
広
島
県
立
美
術
館
地
下
県
民

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
第
2
回
　
鉄
田
武
範
写
真
展
「
心
の

　
視
点
」　

　

広
島
支
部
・
鉄
田
武
範
会
員
の
個
展
。

　

会
期
：
10
月
18
日（
火
）～
23
日（
日
）

　

会
場
：
広
島
県
立
美
術
館
地
下
県
民

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

第
4
展
示
室

●
広
島
花
の
会
写
真
展

　

広
島
支
部
・
野
村
正
信
会
員
が
出
品
。

　

会
期
：
12
月
6
日（
火
）～
11
日（
日
）

　

会
場
：
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

第
一
展
示
室

高
橋
良
彰
写
真
展
「
漆
黒
の
闇
の
幻
影
」

topic

■「富士フォトギャラリー銀座」オープン
　8 月 20 日（土）に、写真愛好家が集う街

「銀座」に新しいギャラリーがオープン。
3スペースあり、全体で全紙75枚が展示で
きるゆったりとしたギャラリーです。
住所：東京都中央区銀座 1-2-4 
　　　　サクセス銀座ファーストビル 4F

『森井禎紹の地球・ぶらり旅』

ダイコロ株式会社

森井禎紹の

地球・ぶらり旅

街から町へ 町から村へ

Teiji Morii

ネパール



24

渡
部
章
正
先
生
を
悼
む

　

理
事　

川
本
征
紀
（
会
員
・
愛
媛
支
部
）

　

名
誉
会
員
の
渡
部
章
正
先
生
が
、
今
年
4
月

15
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
95
。
ご
逝

去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

渡
部
先
生
は
松
山
市
の
出
身
で
、
10
代
の
頃

か
ら
写
真
を
始
め
、
四
国
電
力
に
入
社
し
て
か

ら
は
、
広
報
誌
の
撮
影
の
か
た
わ
ら
趣
味
の
写

真
に
も
精
進
さ
れ
、
二
科
会
写
真
部
で
は
第
3

回
展
に
初
応
募
で
特
選
、
会
友
推
挙
後
の
70
年

に
は
、
先
輩
の
原
田
政
章
先
生
（
故
人
）
と
共

に
四
国
二
科
会
写
真
部
を
結
成
。
ま
た
、
第
25

回
全
国
大
会
を
松
山
・
道
後
で
開
催
な
ど
、
四

国
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
面
目
躍
如
の
姿
を
忘
れ
ま

せ
ん
。
定
年
退
職
後
も
会
員
と
し
て
後
進
の
指

導
育
成
に
尽
力
。
自
身
も
多
彩
な
作
品
を
発
表

さ
れ
、
常
に
写
真
家
と
し
て
の
輝
き
を
放
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
真
摯
な
写
真
へ
の
取

り
組
み
方
、
考
え
方
な
ど
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
褒
め
言
葉
以
上
の
感
謝
を

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　
　

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
名
誉
会
員

　
　
　

愛
媛
県
美
術
会
名
誉
会
員

渡部章正名誉会員

File27information

information
■ 2016 年度行事予定
◎第101回二科展（＝第64回写真部展）

　8月31日(水) ～ 9月12日(月) ／国立新美

　術館

◎2016 年度夏期定時会員会友総会（出席

　者は名誉会員 ･ 会員 ･ 会友）

　9月2日(金) ／グランドプリンスホテル

　新高輪 国際館パミール

◎第64回二科会写真部展授賞式・懇親会

　（出席者は来賓・名誉会員 ･ 会員 ･ 会友・

　入賞者・入選者および同伴者）

　9月2日(金) ／グランドプリンスホテル

　新高輪 国際館パミール

■第101回二科展（＝第64回写真部展）　
　地方巡回展スケジュール
〇大阪展：2016年10月25日(火)～11月6

　日(日)／大阪市立美術館

〇金沢展：2016年11月11日(金)～20日(日)

　／金沢２１世紀美術館

〇京都展：2016年11月24日(木)～12月4

　日(日)／京都市美術館

〇東海展：2016年12月20日(火)～25日(日)

　／愛知県美術館ギャラリー

〇広島展：2017年1月3日(火)～8日(日)／

　広島県立美術館県民ギャラリー

〇鹿児島展：2017年3月3日(金)～12日(日)

　／鹿児島県歴史資料センター黎明館

〇福岡展：2017年3月22日(水)～26日(日)

　／福岡県立美術館

■「熊本地震」へ各支部からの義援金に
　ついて
今年 4 月 14 日に発生しました熊本地震で

は、各地に甚大な被害をもたらしました。

（一社）二科会写真部では、全国各支部へ

「熊本地震」への支援をお願いし、6 月 30

日現在で下記の支援が行われました。

○神奈川支部＝神奈川新聞厚生文化事業

　団へ 83,419 円を 4 月 27 日に持参。

○広島支部＝中国新聞社会事業団へ　　

　100,000 円を 4 月 27 日に持参。

○京都支部＝日本赤十字社へ 10,000 円を

　5 月 25 日に振込。

○兵庫支部＝神戸新聞厚生事業団へ　　

　100,000 円 を 6 月 3 日に持参。

○長崎支部＝日本赤十字社へ 10,000 円を

　6 月 3 に日に振込。

○高知支部＝高知新聞厚生文化事業団へ

　10,000 円を 6 月 7 日に振込。

○宮城支部＝河北新報社総務局へ　　　

　100,000 円 を 6 月 13 日に持参。

○山梨支部＝公益財団法人山日 YBS 厚生

　文化事業団 へ30,000円 を 6月13日に持参。

○東京支部＝日本赤十字社へ 50,000 円を

　6 月 14 日に振込。

○宮崎支部＝日赤平成 28 年度熊本地震災

　害義援金へ 11,000 円を 6 月 15 日に払込。

○和歌山支部＝毎日新聞大阪社会事業団

　へ 21,300 円を 6 月 20 日に持参。

○愛媛支部＝愛媛新聞熊本地震救援金係へ

　26,500 円を 6 月 23 日に送金。
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2016年7月15日発行／発行所：一般社団法人二科会写真部 〒106-0031東京都港区西麻布1-1-20 ワルトハイム西麻布601

TEL03-3470-8033・FAX03-3470-8034／編集：二科会写真部会報編集室／http://www.nika-shashin.or.jp

「
第
1
0
1
回
二
科
展
」
開
催
告
知
チ
ラ
シ

■『第64回展二科会写真部作品集」発刊
2016 年度「第 64 回二科会写真部展」に

展示した、名誉会員・会員・会友及び一

般公募部門入賞・入選の総 1347 作品を

オールカラーで収載した貴重な作品集で

す。巻末に入賞者受賞感想、第 1 回展か

ら第 64 回展までの入賞者・会員会友推挙

者一覧、名誉会員・会員・会友・入賞者・

入選者の作品目録などを掲載。

ガンダレカバー並製本・サイズ A4 判変

形（297 × 225 ミリ）・444 ページ（カラ

ー 392 ページ、本文 52 ページ）。

頒布価格 15,000 円。名誉会員・会員・会

友・支部員・第 64 回展入賞者および入選

者は特別価格 13,000 円。支部員以外の第

64 回展応募者は 14,000 円（いずれも送

料実費）。

■名誉会員 ･会員 ･会友情報
亀山榮三会員（岐阜）10月31日自主退会

荒木利純会友（ 群馬）11 月 21 日逝去

三浦敏雄会友（青森）12 月 30 日逝去

森杉夫会員（岐阜）12 月 31 日自主退会

岩上善厚会員（岡山） 12 月 31 日自主退会

大政弘典会員（愛媛）12 月 31 日自主退会

清水久士会員（福井）12 月 31 日自主退会

小倉輝子会友（広島）12 月 31 日自主退会

加藤勝彦会友（埼玉）12 月 31 日自主退会

西野倫子会友（徳島）12 月 31 日自主退会

岡本健一郎会友（京都）12月31日自主退会

小下誠会友（広島）12 月 31 日自主退会

岡本国治会友（山口）12 月 31 日自主退会

宮下賀明会友（山梨）12 月 31 日自主退会

山田進三郎会友（静岡）12月31 日自主退会

渡部章正名誉会員（愛媛）2016 年 4月15日

逝去

高山和夫会員（千葉）2016年5月28日逝去

　


